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⽇本学術会議公開シンポジウム「エイジ・フレンドリーな地域社会の実現 －住⺠主体・住環境・データ活⽤を統合する学際的アプローチ－」（2026.7.24）
東京⼤学本郷キャンパスHASEKO-KUMAホール

住宅内外の環境改善による
⾼齢者の健康・⽣活⽀援
６ 住環境・交通・市⺠参加と就労・雇⽤の場の

 整備による⾼齢者の健康・⽣活⽀援

(1) ⾼齢者の住宅内環境整備 ................................. p.11
(2) 歩⾏環境・交通の整備 .................................... P.11
(3) ⾼齢者のつながり・就労・活動の場 ................... P.12
(4) ⾼齢者施設の利⽤者の特徴と地域・環境での対応 .. P.12

⽇本学術会議連携会員／
慶應義塾⼤学名誉教授／⼀般財団法⼈ 住宅・建築SDGs 推進センター 理事⻑伊⾹賀俊治

※「⾒解」６章の原案を神吉紀世⼦委員、⻑澤夏⼦委員と⼀緒に検討し、分科会で審議

住宅内外の環境
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6-(1) ⾼齢者の住宅内環境整備

2
WHO https://www.who.int/publications/i/item/9789241550376 
厚⽣労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kenkounippon21_00006.html

冬季室温18℃以上
（⼩児・⾼齢者にはもっと暖かく）

新築・改修時の断熱
夏季室内熱中症対策

持続可能な開発⽬標
SDGs の Goal3 （ 健
康）とGoal11（まち
づくり）の達成に寄
与する勧告

住まいと健康ガイドライン2018.11

2021.03 住⽣活基本計画 閣議決定
ヒートショック対策等の観点を踏ま
えた良好な温熱環境を備えた住宅整
備、リフォームの推進

2024.03 住⽣活基本計画 閣議決定
⼈⽣100 年時代の持続可能な住⽣活
を⽀える基盤を再構築する政策

2022.06 改正建築物省エネ法 公布
2025年から新築住宅の省エネ基準
適合義務化施⾏

2023.05 健康⽇本21（第三次）告⽰
建築・住宅等の分野における取組と
積極的に連携することが必要である

2024.01 健康づくりネット
「室温と⾼⾎圧、睡眠の関係」

2025.12 ⽇本⾼⾎圧学会緊急声明
「冬こそ⾎圧朝活︕」

要介護状態となっても
住み慣れた地域で⾃分ら
しい暮らしを⼈⽣の最期
まで続けるためには、住
まいの環境（住環境）が
良好であることが求めら
れている。WHO のAge 
Friendly City の重要な領
域にもなっている。

図１ エイジ・フレンドリー・シティ ８つの主要ドメイン
（出典 World Health Organization 2023[28]

⽇本語訳 中村桂⼦⽒追加）

エイジ・フレンドリー・シティ ８つの
主要ドメイン
（出典 World Health Organization 2023[28]

⽇本語訳 中村桂⼦⽒追加）

https://www.who.int/publications/i/item/9789241550376
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kenkounippon21_00006.html
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厚⽣労働省 健康づくりネット 2024年1⽉掲載

厚⽣労働省HP https://kennet.mhlw.go.jp/tools/tools_temperature/index 3

厚⽣労働省HP

https://kennet.mhlw.go.jp/tools/tools_temperature/index
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委 員  ⻑︓村上 周三 東京⼤学名誉教授（建築学）
副委員⻑︓苅尾 七⾂ ⾃治医科⼤学教授（循環器内科学）

吉村 健清 産業医科⼤学名誉教授（疫学）
 吉野 博 東北⼤学名誉教授（建築学）

幹      事︓伊⾹賀俊治 慶應義塾⼤学教授（建築学）
委 員︓全国の医学・建築学研究者 80名

断熱改修前の住宅調査（断熱等級１〜２）
居間 寝室 廊下 脱⾐所 浴室

熱め
⼊浴

⾃然給気、
隙間⾵

開放式
暖房機

結露→
カビ・ダニ繁殖

排気ガス

結露→
カビ・ダニ繁殖

居間 寝室 廊下 脱⾐所 浴室

浴室乾燥・暖房機

床暖房
脱⾐所
暖房機

断熱改修後の住宅調査（断熱等級３〜４）

ぬるめ
⼊浴

給気⼝ 給気⼝ 排気⼝

ルームエアコン

質問紙調査・
⽇誌等 ×2

家庭⾎圧計活動量計温湿度計
（居間・寝室・脱⾐

所）

同意書

断熱
改修

断熱等級４
13%

等級３
22%

等級２
36%

等級１
29%

⽇本の約5000万⼾の断熱性能
出典︓国⼟交通省調査によるストックの性能別分布を基に、住宅⼟地統計調査による改修件数及び
事業者アンケート等による新築住宅の省エネ基準適合率を反映して国⼟交通省が推計（R1年度)。

低断熱
住宅が9割

断熱改修等による居住者の健康への影響調査
国⼟交通省補助事業（2014年度〜）

4

全国２千世帯・４千⼈規模の住環境と家庭⾎圧、⾝体活動量、⾎中脂質、
⼼電図等の測定調査
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健
康
へ
の
影
響

影響因⼦ 2. 家庭⾎圧

3. 健康診断数値

4. 疾病・症状

5. ⾝体活動量

3.1 室温18℃未満で、⾎中脂質が基準値を超える⼈が有意に多い
3.2 室温18℃未満で、⼼電図異常所⾒が有意に多い

4.1 就寝前居間室温が12℃未満の住まいでは過活動膀胱が1.4倍有意に多い
4.2 寝室が寒い、乾燥している住宅では睡眠の質が有意に悪い
4.3 温度、騒⾳、照度、衛⽣、安全、防犯の質が低い住宅で⼼⾝の健康状態が悪い

5.1 こたつを使⽤せず⾮居室を暖房している住宅で座位時間が短く⾝体活動量が多い
5.2 断熱改修による⾮居室の室温改善は住宅内座位⾏動を抑制し、⾝体活動を増加
5.3 床近傍室温が18℃以上の住まいでは住宅内転倒が12℃未満の住まいの1/2

2.1 年齢、性別、⽣活習慣、室温から⾎圧を推計するモデルを開発。⾼齢者ほど⼥性
   ほど低室温による⾎圧上昇が⼤きく、住宅を暖かくする必要

2.2 ⾎圧の⽇内変動および⽇間変動は、室温が不安定な住宅で⼤きい
2.3 断熱改修によって最⾼⾎圧が平均3.1ミリ有意に低下。ハイリスク者ほど効果⼤

7. 総説（1〜３の原著論⽂のまとめ）
「⽣活習慣病」である⾼⾎圧・循環器疾患は「⽣活環境病」でもある
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7
2023.1

医学系原著論⽂14編、総説1編

1.1 WHOの冬季
室温勧告18℃
を満たさない
住まいが9割。
温暖地の住ま
いほど低温。

1.2 体感的な寒
さと時空間的
な室温との関
連を考察

1. 室温

1-1
2020.10

1-2
2024.4

国⼟交通省スマートウェルネス住宅等推進調査業（2014年度〜）

5

6. 医療経済評価
断熱性能が⾼く暖かい住宅で暮らすことで健康寿命が延伸し、費⽤対効果が⾼い BMJ

Public Health

6
2024.9
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5年後の⾎圧上昇、脂質異常症、夜間頻尿、住宅内転倒が有意に減少

5年後の夜間頻尿発症
就寝前室温18℃以上で 
4割に

5年後の脂質異常症発症
就寝中寝室温18℃以上で
 3割に

5年後の年1回以上の住宅内転倒
床近傍室温18℃以上で
4割に

6
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報告会資料
ダウンロード
QRコード

5年後の⾎圧上昇
居間12.4℃の家 6.9mm上昇
居間20.2℃の家 3.4mmに抑制

⾎
圧

年齢

循環器疾患

寒い家

暖かい家

相乗効果で
循環器疾患
が発⽣

短期的な影響
（⾎圧の急激な変動）

⻑期的な影響
（ベース⾎圧の変化）

⾼⾎圧持続による
内⽪細胞への傷

傷の修復の繰り返し
による動脈硬化

寒冷による⻑期的な影響（仮説）

悪循
環

更なる
⾎圧上昇
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省エネで健康・快適な住まいづくりを︕

7
出典（⼀社）⽇本サステナブル建築協会資料（国⼟交通省補助事業により作成）
https://www.jsbc.or.jp/research-study/files/swh/202303_house_health_leaf.pdf

https://www.jsbc.or.jp/research-study/files/swh/202303_house_health_leaf.pdf
https://www.jsbc.or.jp/research-study/files/swh/202303_house_health_leaf.pdf
https://www.jsbc.or.jp/research-study/files/swh/202303_house_health_leaf.pdf
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⽇本⾼⾎圧学会・⽇本循環器学会 緊急声明
冬季は、⽇本⼈の健康にとって最も注意が必要
な季節です。⽇本⾼⾎圧学会は、冬の⾎圧上昇
と循環器疾患リスクの⾼まりを受け、国⺠の皆
さまに向けて緊急声明「冬こそ⾎圧朝活!」を発
出します。

2025.12.8

https://www.jpnsh.jp/topics/849.html

⽇本⾼⾎圧学会 学術委員会
⼼⾎管イベント抑制に向けた
季節対応型（冬季・夏季）⾎
圧管理・治療指針策定WG
（苅尾委員⻑、伊⾹賀副委員⻑）
2026.3発⾜

https://www.jpnsh.jp/topics/849.html
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6-(2) 歩⾏環境・交通の整備

9

温暖な気候を有する⽇本では、歩きやすい道路や
公園、公共交通機関など、建築・都市環境を充実さ
せることで、⼈々の⾝体活動量をさらに⾼める可能
性がある[50]。近年では、地形や属性ごとに健康性
と環境についてのより詳細な対応関係の研究が進め
られている。丘陵地域ではフレイル予防の可能性が
⾼いこと[51]、歩⾏者の安全性の⾼い環境において
は中⾼年者の歩数が多いこと[52]、遊歩道の整備等
が⾼齢期の⼥性の歩数を増加させること[53]などが
報告されている。しかし、ここ10年では⾼齢者の運
動習慣の変化はそれほどないにもかかわらず、⽇本
全体での歩数の平均値は有意に低下していることや、
⾼齢者、特に⾼齢⼥性の歩数平均値は少ないなどか
ら[4]、利⽤者の⾏動の特徴と地域の構造を合わせて
検討を⾏い、交通安全性の⾼い⽇常⽣活環境の整備
が必要となる。

⽇本運動疫学会 https://jaee.umin.jp/doc/WHO2020JPN.pdf

https://jaee.umin.jp/doc/WHO2020JPN.pdf
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6-(2) 歩⾏環境・交通の整備 p.11

10

また、いわゆるウォーカ
ブル・シティ（歩いて移動
しやすいまちづくり）の取
組は都市地域で⾒られ、街
路の整備に注⽬が集まりが
ちだが、歩く⾏動は友⼈や
コミュニティとのふれあい
やまちづくり参画の活性に
密接にかかわっている可能
性も⾼く[54]、AFC が都市
の経済成⻑のための戦略で
あるという視点も重要であ
ろう。

国⼟交通省都市局マチミチ会議事務局 https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001334593.pdf

https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001334593.pdf
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6-(2) 歩⾏環境・交通の整備 p.11

11

移動⼿段の確保は、⾼齢者の社会参加、
⽣活機能の維持を⽀える基盤として重
要である。2020 年11 ⽉に「地域公共
交通の活性化及び再⽣に関する法律」
が改正され、⾃治体には地域の実情に
応じて、多様な輸送資源を総動員する
取組等を推進し、持続可能な地域旅客
運送サービスを提供する体制の構築が
求められる。「共創・Maas2 実証プロ
ジェクト」[55]に⽰されているように、
医療、介護、福祉、商業、農業と連携
し、AI や⾃動運転等のデジタルトラン
スフォーメーション（DX）3 を含んだ、
⾼齢期の移動⼿段の社会実装が進んで
いる。
2 Mobility as a Service。複数の交通⼿段をデジタルでつなぎ、
移動の検索・予約・決済を⼀体化する仕組み。
3 デジタル技術を活⽤した社会・組織・業務・サービスの変⾰。

国⼟交通省「交通空⽩」解消等リ・デザイン全⾯展開プロジェクト https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/kyousou/

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/kyousou/
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6-(3) ⾼齢者のつながり・就労・活動の場 p.11

12

ソーシャルキャピタル4（地域のつながり）
が健康維持に果たす重要性が認識され、住環
境や活動の場との対応についても、⾼齢者の
⽣活の活動範囲の維持拡⼤[56]、多世代交流が
促進される環境づくり[57]なども提案されてい
る。また、ソーシャルキャピタルの増進が介
護リスクを減らすといった知⾒もあることか
ら[58]、積極的に整備を進める必要がある。⾼
齢期の就労活動についても、健康や⽣きがい
の⾯から⾼齢者の暮らし⽅の重要な要素とな
ることから、⾃治体等でも機会拡⼤の取組が
進められ[59]、今後も増加することが予想され
る。しかしながら、⾼齢期の住環境や就労の
場と⼼⾝状況との相関については、実態調査
や検証は不⾜しており、今後、更なる研究や
検討が必要である。

4 地域住⺠同⼠のつながりや信頼関係、助け合いの仕組みを通じて、⼈々の健康や⽣活の質、地域の持続可能性を⽀える社会的基盤。

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/hokenkeikaku/socialcapital.html
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要介護者数の増加に伴い、⾼齢者施設・障害者
施設等の⽣活系施設において、利⽤者の重度化へ
の対応が重要な課題として顕在化している。サー
ビス付き⾼齢者住宅は⽐較的健康な⾼齢者が⼊居
する想定の住居形態だったが、実態調査によると、
⼊居者の重度化後の転居先となる⾼齢者施設が不
⾜している。⼊居者の重度化後、重度認知症対応
や、看取り対応ができる場所・設備がサービス付
き⾼齢者向け住宅に備わっている場合には転居せ
ず住み続けられることなどが報告されており[60-

62]、今後の⾼齢化の進展を踏まえて、ケア体制や
受⼊れ施設の検討が必要であろう。認知症⾼齢者
が暮らしやすいデザインとして、ヨーロッパでは
認知症ビレッジの建設等の取組がある[63]。「共⽣
社会の実現を推進するための認知症基本法」に基
づいて、我が国の地域に合った環境整備を進める
上での研究・調査を推進させる必要がある。

川⻄市 https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/kurashi/fukushi_kaigo/fukushi/1020085.html

https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/kurashi/fukushi_kaigo/fukushi/1020085.html
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特に、地域包括⽀援センターを中⼼とする地域でのケアを念頭とした仕組みづくりの中で、重度
者に対して、建築・都市環境をどのように対応させるかは課題となる。

また、都市市街地の新しい⼟地利⽤が⾼齢者施設の活動とともに試みられ、⼀定の成果を⾒せて
いる。特に⼤都市圏では都市農地、ときには公式には農地とされない空地の農業利⽤等が既に広ま
り始めている[64]。

厚⽣労働省地域包括ケアシステムhttps://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/index.html

地価⾼騰の趨勢の
中ではこうした都市
農地の拡がりを促進
することは難しく、
⼟地利⽤を不動産動
向に任せずに、従来
の都市農地・公園緑
地政策を超えた、都
市のみどりの拡張を
重視する施策が必要
である。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/index.html
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⽇本学術会議公開シンポジウム「エイジ・フレンドリーな地域社会の実現 －住⺠主体・住環境・データ活⽤を統合する学際的アプローチ－」（2026.7.24）
東京⼤学本郷キャンパスHASEKO-KUMAホール

住宅内外の環境改善による
⾼齢者の健康・⽣活⽀援
①⾼齢者が要介護状態となった後も住み慣れた地域で
⽣活を継続できるよう、住環境、交通、社会参加、
就労および介護環境を総合的に整備する必要がある。
特に、経済的な余裕のない⾼齢者世帯の住宅の断熱
改修対策を速やかに進める必要がある。

②安全で歩きやすい歩道と公園の整備、デジタル技術
を活⽤した新たな移動⽀援、地域包括ケアシステム
の強化、⾼齢者の社会参加を促す近隣農地や就労の
場の質的整備等を速やかに進める必要がある。

ご聴講ありがとうございました

住宅内外の環境


